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今号では
この中から
1つを選びました

2
月
定
例
議
会　

で
犬
山
市
の

　

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、

犬
山
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
月
定
例
議
会

　
（
25
日
間
・
２
月
26
日
〜
３
月
21
日
）
は

　

○
市
長
提
出
議
案
…
…
…
…
…
39
件

　

○
委
員
会
提
出
議
案
…
…
…
…
1
件

　

○
議
員
提
出
意
見
書
…
…
…
…
1
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
7
号
議
案　

犬
山
市
職
員
定
数
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
て

市
役
所
の
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。

【
内
容
】

令
和
6
年
度
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
福
祉
課
・
地
域
協

働
課
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
・
子
ど
も
未
来
課
の
4
課
を

8
課
に
分
割
し
ま
す
。

Pick up 1こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

課
の
分
割
に
よ
り
福
祉
課
や
高

齢
者
支
援
課
の
仕
事
量
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
、
人
員
体
制

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
の
体
制
を
強
化
す
る
ほ

か
、
地
域
課
題
を
包
括
的
に
支

援
す
る
「
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
」
を
実
施
す
る
た
め
、

令
和
4
年
度
か
ら
福
祉
課
と
高

齢
者
支
援
課
の
正
規
職
員
数
を

増
員
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
創
設
さ
れ
る
多
様
性
社

会
推
進
課
の
業
務
内
容
は
。

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
外
国
人
市
民
と
の
多
文

化
共
生
事
業
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
、
男
女
共
同
参
画
事

業
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

市役所のご案内

議
決
結
果
一
覧

は
こ
ち
ら

令
和
6
年
度
予
算
案
を
チ
ェ
ッ
ク

税
金
の
使
い
道
が
決
ま
り
ま
し
た

市
長
か
ら
令
和
６
年
度
の
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議

や
各
常
任
委
員
会
に
て
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全

て
の
予
算
案
が
提
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
令
和
６
年
度
の

税
金
の
使
い
道
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
主
な

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計予算
278億 780万円

特別会計・企業会計予算
203億6,742万円

合　　　　計
481億7,522万円

特
別
教
室
に
空
調
設
備

を
設
置
し
ま
す

令
和
5
年
度
に
実
施
し
た
設

計
業
務
を
も
と
に
、
小
中
学

校
の
特
別
教
室
に
空
調
設
備

を
設
置
し
ま
す
。

都
市
公
園
維
持
管
理
委
託

の
見
直
し
を
行
い
ま
す

都
市
公
園
等
を
安
全
で
良
好

な
状
態
に
保
つ
よ
う
維
持
管

理
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

病
児
保
育
事
業
が
は
じ

ま
り
ま
す

令
和
6
年
4
月
よ
り
、
社
会

医
療
法
人
志
聖
会
総
合
犬
山

中
央
病
院
に
て
、
病
児
保
育

事
業
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

給
食
費
無
料
化
の
拡
充

を
行
い
ま
す

給
食
費
無
料
対
象
者
を
拡
充

し
、
新
た
に
小
学
1
年
生
の

給
食
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
支
給
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
す

こ
れ
ま
で
の
対
象
に
加
え
、
75

歳
〜
84
歳
ま
で
の
運
転
免
許

証
を
持
た
な
い
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。

移
住
・
定
住
促
進
事
業

「
住
む
ま
ち
」
と
し
て
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
移
住
・
定
住
の
促

進
に
つ
な
げ
ま
す
。

1億6,999万円

1,438万円

803万円

695万円

1億4,996万円

1,771万円 令
和
6
年
度
予
算

（
新
規
主
要
事
業
）

は
こ
ち
ら
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議 会 の 主 な 議 案 等 に チ ェ ッ ク

議 案 に 賛 成 ・ 反 対 し ま し た 。
2月定例議会では、39件の市長提出議案のうち、37件を全員一致で、2件を賛成多数で

可決しました。また、1件の委員会提出議案、1件の意見書を可決しました。

議案等
番　号 件名

議
決
結
果

日本共産党
犬山市議団

公明
クラブ 創犬会 清風会

小
川
隆
広

岡　
　

覚

岡
村
千
里

島
田
亜
紀

諏
訪　

毅

増
田
修
治

光
清　

毅

小
川
清
美

畑　

竜
介

玉
置
幸
哉

柴
田
浩
行

大
沢
秀
教

鈴
木
伸
太
郎

沼　

靖
子

久
世
高
裕

柴
山
一
生

丸
山
幸
治

ビ
ア
ン
キ
恵
子

第 8 号
議 案

犬山市の議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

第26号
議 案 令和6年度犬山市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和6年2月定例議会　議案の賛否（全員一致以外） ○：賛成　×：反対　議：議長　除：除斥　退：退席　欠：欠席

委員会提出議案
名　　称 内　容（要　約）

委員会提出議案
第1号

犬山市議会議員の請負の
状況の公表に関する条例
の制定について

これまで地方自治法の規定により、議員個人と市との請負が認められていな
かったが、地方自治法の一部改正に伴い、地方自治法施行令で定める一定金
額（一会計年度において300万円）までは、議員個人と市との請負が規則の
対象から除かれることとなった。これに伴い、議員の犬山市に対する請負状
況を公表することにより、請負の状況の透明性を確保し、議会の運営の公正
及び事務の執行の適正を図るため、条例を制定する。

意見書
名　　称 内　容（要　約）

意見書案第1号
国民健康保険の国庫負担
の引き上げ、改善を求め
る意見書

犬山市議会は、国保への国庫等の公費負担割合の更なる引き上げにより、国
保制度の財政基盤の一層の強化を図られるよう、強く要請する。
そのため、国において次のとおり改善を求める。
1.国民健康保険の国庫負担を引き上げ、十分な被保険者支援を行うこと。

聞
い
て
み
た
い
な

こ
ん
な
こ
と質

問

一

般
一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公明
クラブ

諏訪　毅

ペ
ッ
ト
同
室
避
難
に
つ
い
て

市
で
は
令
和
4
年
12
月
よ
り
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
フ
ロ
イ

デ
）、
体
育
セ
ン
タ
ー
（
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
）、
楽
田
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
避
難
所
を

ペ
ッ
ト
と
同
室
で
過
ご
せ
る
避

難
所
に
位
置
付
け
、
今
年
度

は
1
月
に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
フ
ロ
イ
デ
）
に
て
避
難
所
設

営
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、
訓
練

を
受
け
て
の
今
後
の
課
題
、
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

今
年
度
の
訓
練
で
は
、
訓
練
参

加
者
が
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
を

実
際
に
施
設
内
に
受
け
入
れ
、

避
難
所
の
受
付
、
同
室
避
難
ス

ペ
ー
ス
の
設
営
、
片
付
け
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し

た
。訓
練
後
の
意
見
交
換
で
は
、

避
難
者
役
の
方
か
ら
は
「
マ
ッ

ト
が
暖
か
か
っ
た
」、「
ペ
ッ
ト

避
難
に
関
す
る
市
民
周
知
が
必

要
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
一
方
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
の
ペ
ッ
ト
同
室
避
難
ス
ペ
ー

ス
は
3
階
に
設
定
し
て
い
ま
す

が
、
施
設
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
な
く
、
そ
の
た
め
「
ペ
ッ
ト

や
ケ
ー
ジ
を
持
っ
て
移
動
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
、
令
和
6
年
4
月
1
日
よ

り
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
か
ら

市
体
育
館
（
エ
ナ
ジ
ー
サ
ポ
ー

ト
ア
リ
ー
ナ
）へ
施
設
変
更
し
、

今
後
、
広
報
や
S
N
S
を
通
じ

て
、
市
民
へ
の
周
知
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

全
て
の
議
案
の

賛
否
は
こ
ち
ら

意
見
書
は

こ
ち
ら
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一  般  質  問

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入

に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上

に
つ
い
て

総
合
的
な
交
通
施
策
の
見
直
し

に
つ
い
て

住
宅
の
耐
震
に
つ
い
て

「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」
は
、

耳
に
軽
く
当
て
る
だ
け
で
利

用
で
き
る
の
で
、
装
着
時
の

痛
み
が
少
な
く
、
通
常
の
イ

ヤ
ホ
ン
の
よ
う
に
耳
穴
を
ふ

さ
が
な
い
上
、
左
右
の
イ
ヤ

ホ
ン
の
音
量
を
個
別
で
調
整

で
き
片
耳
だ
け
で
も
使
え
る
。

ま
た
、
イ
ヤ
ホ
ン
は
集
音
器

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
上
、

雑
音
を
取
り
除
く
機
能
が
あ

り
、
小
さ
な
声
も
は
っ
き
り

と
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
市

の
窓
口
に
こ
の
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ

る
聞
こ
え
づ
ら
さ
や
、
大
き

な
声
で
会
話
し
個
人
情
報
を

周
囲
に
漏
ら
す
リ
ス
ク
の
軽

減
が
図
ら
れ
る
た
め
、
高
齢

者
の
方
が
安
心
し
て
窓
口
に

来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
大

き
く
つ
な
が
る
と
確
信
し
て

い
る
。
今
後
本
市
の
窓
口
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留

所
を
決
め
る
際
に
は
、
地
域

の
要
望
を
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
る
の
か
。

バ
ス
停
留
所
を
決
め
る
際
に

は
、
個
人
の
要
望
で
は
な
く
、

町
内
会
な
ど
の
地
域
や
各
種

団
体
の
要
望
と
し
て
い
た
だ

き
、
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
再

編
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
極
力
実

現
で
き
る
よ
う
調
整
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

次
回
の
バ
ス
の
再
編
に
向
け

て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
6
年
度
に
町
会
長
や
バ

ス
利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

令
和
7
年
度
に
新
路
線
や
新

ダ
イ
ヤ
等
の
再
編
案
を
策
定

し
、
令
和
8
年
12
月
の
再
編

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
停
留
所
を
商
業
施
設
等

の
駐
車
場
内
に
設
置
し
て
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
改
め
て
の

実
証
実
験
は
行
わ
な
い
の
か
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
つ
い
て

は
、
令
和
4
年
度
に
一
部
地

区
に
お
い
て
実
証
実
験
を
行

い
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
新

た
な
移
動
手
段
と
し
て
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
人
は
、
少

な
い
状
況
と
分
析
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
策
定
し

た
地
域
公
共
交
通
計
画
に
お

い
て
も
、
路
線
型
バ
ス
で
あ

る
わ
ん
丸
君
バ
ス
を
生
活
交

流
路
線
と
位
置
付
け
、
確
保
・

維
持
・
活
性
化
し
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
つ
い
て

は
、
早
期
の
導
入
は
見
送
り
、

わ
ん
丸
君
バ
ス
で
カ
バ
ー
で

き
な
い
部
分
は
タ
ク
シ
ー
で

補
完
し
て
い
く
方
針
で
す
。

し
か
し
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通

に
つ
い
て
も
、
公
共
交
通
を

取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化

す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
補
助
金
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

利
用
件
数
の
実
績
、
問
合
せ

状
況
を
伺
う
。

令
和
5
年
度
の
実
績
は
、
耐

震
診
断
が
50
件
、
耐
震
改
修

補
助
が
5
件
、
除
却
費
補
助

が
18
件
で
す
。
能
登
半
島
地

震
を
機
に
問
合
せ
が
増
加
し

て
お
り
、
今
後
も
増
加
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

状
況
に
よ
り
令
和
6
年
度
予

算
が
不
足
す
る
場
合
は
、
必

要
に
応
じ
補
正
予
算
に
て
対

応
い
た
し
ま
す
。

耐
震
改
修
工
事
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
工
事
が
多
い
の

か
伺
う
。

内
装
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
含

め
、
壁
の
補
強
や
柱
を
金
物

で
固
定
を
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
屋
根
の
改
修
、
基
礎
の

補
強
な
ど
に
至
る
ケ
ー
ス
は

全
体
の
2
割
程
度
で
す
。

も
導
入
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
る
が
、
当
局

の
見
解
は
ど
う
か
。

市
役
所
の
窓
口
に
は
耳
が
遠

い
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
か
ら
、
繰
り
返
し
同
じ

こ
と
を
お
伝
え
す
る
場
合
も

多
々
あ
り
ま
す
。
一
度
で
正

し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
市
民
の
方
に
と
っ
て
も
、

職
員
に
と
っ
て
も
負
担
軽
減

に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
は
試
行
と
し
て
、
高
齢

者
支
援
課
の
窓
口
に
一
台
導

入
し
、
利
用
者
の
反
応
を
探

り
な
が
ら
、
そ
の
有
用
性
な

ど
を
確
認
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
利
便
性
を
図
れ
な

い
か
。

施
設
敷
地
内
に
バ
ス
停
留
所

が
あ
れ
ば
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

一
方
、
乗
り
入
れ
に
よ
り
路

線
の
延
長
が
延
び
る
こ
と
に

よ
り
、
目
的
地
ま
で
時
間
が

か
か
る
こ
と
や
、
遅
延
の
発

生
等
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

商
業
施
設
等
へ
の
乗
り
入
れ

に
つ
い
て
は
、
個
別
に
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、

次
回
の
再
編
に
向
け
て
、
利

用
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
を
し
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。

な
お
、
現
時
点
で
は
、
市
費

で
の
実
証
実
験
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
令
和
6
年
度

に
愛
知
県
の
事
業
と
し
て
、

A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証

実
験
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
対
象
地
域
の
募
集
が
あ

り
ま
し
た
。
実
施
さ
れ
る
地

域
は
県
内
で
1
つ
だ
け
で
す

が
、
市
費
の
負
担
な
し
で

実
証
実
験
が
行
え
る
こ
と
か

ら
、
当
市
に
お
い
て
も
エ
ン

ト
リ
ー
し
、選
考
結
果
を
待
っ

て
い
る
状
態
で
す
。

他
の
自
治
体
で
は
、
屋
根
の

軽
量
化
を
推
進
し
、
単
独
の

補
助
事
業
と
し
て
設
け
て
い

る
。
当
市
も
補
助
制
度
の
拡

充
な
ど
に
取
り
組
め
な
い
か
。

屋
根
軽
量
化
は
、
耐
震
性
の

向
上
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
的
に
補
助
制
度
を

設
け
て
い
る
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。
補
助
の
制
度
化
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
は
耐
震
診
断

を
受
け
た
方
に
対
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
利
用
意
向

調
査
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

公明
クラブ

島田　亜紀

日本共産党
犬山市議団
小川　隆広
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行
政
の
D
X
に
つ
い
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

こ
れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
助
成

に
つ
い
て

文
化
振
興
の
拠
点
と
し
て
の

市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

行
政
視
察
で
行
っ
た
兵
庫
県

宝
塚
市
で
は
、
D
X
推
進
に

あ
た
り
、
デ
ー
タ
利
活
用
の

チ
ー
ム
と
業
務
改
革
チ
ー
ム

が
あ
っ
た
。
ま
た
3
人
の
専
門

家
を
外
部
登
用
し
、
伴
走
し

な
が
ら
推
進
し
て
お
り
、
犬
山

市
も
全
庁
的
な
取
組
が
必
要

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
が
、

今
後
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
伺

う
。

庁
内
全
課
を
対
象
と
し
た
横

断
的
、
か
つ
一
定
の
権
限
を
持

ち
、
そ
こ
で
の
決
定
が
本
市
の

D
X
推
進
の
決
定
と
な
る
よ

う
な
部
門
の
設
定
や
外
部
人

材
の
登
用
も
想
定
し
、
人
選
も

含
め
、
令
和
6
年
度
に
は
本
市

の
取
組
に
参
画
し
て
も
ら
え

る
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

D
X
推
進
の
意
義
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

D
X
推
進
の
意
義
・
目
的
は

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
と

フ
ロ
イ
デ
で
行
わ
れ
た
地
域

福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
た
中
で
、
取
組
の
一
つ
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
福

祉
教
育
の
一
環
と
し
て
、
中

学
校
で
認
知
症
講
座
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
調
べ
て
み
る
と
、
す
で

に
全
国
の
小
中
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
例
が
た
く
さ
ん
あ

る
よ
う
だ
が
、
実
際
に
犬
山

市
内
の
小
中
学
校
で
認
知
症

講
座
を
行
う
こ
と
は
大
事
な

取
組
だ
と
思
う
が
、
実
施
は

可
能
か
。

令
和
5
年
度
に
城
東
中
学
校
、

令
和
4
年
度
に
は
栗
栖
小
学

校
と
城
東
中
学
校
で
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ

9
9
3
人
の
子
供
た
ち
が
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
受
講
し

た
城
東
中
学
校
の
生
徒
が
、

道
に
迷
っ
た
高
齢
者
を
助
け

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
、
今

般
2
年
か
け
て
段
階
的
に
拡

充
を
行
う
と
し
た
背
景
や
狙

い
に
つ
い
て
問
う
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
な
ど

様
々
な
理
由
で
、
交
通
弱
者

の
増
加
が
予
見
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
わ
ん
丸
君
バ
ス
が
減

便
と
な
る
中
で
、
タ
ク
シ
ー

も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
者

や
運
転
手
の
減
少
に
よ
り
、

減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
の
生
活
を
考
え
る
と
路
線

が
限
ら
れ
る
鉄
道
や
バ
ス
に

比
べ
、
時
間
や
行
先
に
柔
軟

性
の
高
い
タ
ク
シ
ー
が
最
も

有
用
な
移
動
手
段
で
あ
り
、

安
定
し
た
供
給
が
望
ま
れ
ま

す
。
今
回
の
拡
充
に
よ
り
市

内
業
者
の
需
要
を
喚
起
し
、

タ
ク
シ
ー
業
界
の
活
性
化
の

一
端
を
担
う
こ
と
で
、
将
来

的
な
交
通
弱
者
の
増
加
に
備

文
化
芸
術
の
拠
点
と
さ
れ
る

市
民
文
化
会
館
だ
が
、
南
部

公
民
館
を
一
体
と
考
え
て
も
、

有
効
に
活
用
す
る
の
は
簡
単

で
は
な
い
。
大
ホ
ー
ル
が
主

で
あ
る
市
民
文
化
会
館
で
犬

山
の
文
化
創
造
が
で
き
て
い

く
の
か
。
多
様
な
文
化
芸
術

に
つ
い
て
、
市
民
文
化
会
館

で
ど
う
や
っ
て
活
か
し
て
い

く
の
か
。
創
設
さ
れ
る
文
化

推
進
課
は
、
文
化
振
興
の
拠

点
と
し
て
の
市
民
文
化
会
館

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

こ
れ
か
ら
住
み
た
く
な
る
町

は
、
文
化
力
の
高
い
町
だ
と

考
え
ま
す
。
芸
術
文
化
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
が
市

内
に
存
在
す
る
意
義
は
大
き

い
と
考
え
ま
す
。
市
民
文
化

会
館
は
今
後
10
年
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
修
繕
を
加
え
、

あ
ら
ゆ
る
利
活
用
を
図
っ
た

上
で
、
将
来
の
あ
り
方
を
考

「
業
務
改
革
」
で
す
。
D
X
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
詳
し
い

職
員
だ
け
で
な
く
、
管
理
職
の

意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
D
と
X
の
推
進
が
で

き
る
外
部
人
材
の
登
用
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的

に
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
来
な

く
て
い
い
市
役
所
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。「
書
か
な

く
て
い
い
市
役
所
」
か
ら
「
来

な
く
て
も
い
い
市
役
所
」
に

す
る
こ
と
で
、
市
職
員
に
は

「
業
務
改
革
」
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
「
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
」
に
つ
な
が
り
、「
一

緒
に
D
X
に
取
り
組
む
」
き
っ

か
け
に
し
て
い
き
ま
す
。

た
事
例
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

地
域
で
の
支
え
合
い
に
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
を
オ
ー
ル
犬
山

で
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
小
中
学
校
を
含
め
た

各
機
関
に
対
す
る
講
座
実
施

の
働
き
か
け
を
含
め
、
引
き

続
き
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

え
、
安
定
し
た
タ
ク
シ
ー
の

供
給
確
保
を
狙
う
ほ
か
、
75

歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
を
決
断
す
る
際

の
一
助
と
な
り
、
交
通
安
全

の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
業
界
も
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
の
問
題
が
あ
る
と

聞
く
が
、事
業
者
と
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
は
取
っ
て
い
る
の
か
。

大
手
2
社
か
ら
は
、
歓
迎
す

べ
き
拡
充
で
、
本
市
へ
の
タ

ク
シ
ー
供
給
も
積
極
的
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
意
見

聴
取
し
て
い
ま
す
。
体
制
整

備
の
た
め
、
2
年
間
を
か
け

て
段
階
的
に
体
制
を
整
え
た

い
と
考
え
ま
す
。

え
て
い
き
ま
す
。
新
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
休
止
し
て

い
た
自
主
事
業
を
再
開
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
公
演
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
貸

館
事
業
の
新
た
な
展
開
に
よ

り
、
利
用
率
の
向
上
や
集
客

数
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
創
設
す
る
文
化
推
進
課

に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
文

化
振
興
施
策
を
積
極
展
開
し
、

市
民
が
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。
市
民
文
化

会
館
再
生
の
た
め
の
本
気
の

挑
戦
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

一  般  質  問

創犬会
畑　竜介

創犬会
玉置　幸哉
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成
田
富
士
入
鹿
線
前
原
区
間
の
整
備

〜
令
和
9
年
度
完
了
予
定
〜

五
条
川
の
美
化
と
河
川
ご
み
の

分
別
に
つ
い
て

被
災
者
の
方
に
や
さ
し
い
犬
山
市
を

つ
く
る
た
め
に

市
道
の
白
線
道
路
標
示
の
現
状
と

改
善
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
成
田
富
士
入

鹿
線
前
原
区
間
の
暫
定
整
備

は
、
令
和
10
年
4
月
開
通
に

向
け
進
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、

現
地
は
そ
れ
ほ
ど
動
い
て
い

な
い
。
計
画
か
ら
半
世
紀
以

上
経
ち
、
地
元
の
住
民
の
み

な
ら
ず
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

待
ち
望
ん
で
い
る
街
路
事
業

の
た
め
、
今
後
の
工
事
予
定

と
現
時
点
で
完
成
目
標
年
に

変
更
が
な
い
か
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

愛
知
県
施
工
に
よ
る
都
市
計

画
道
路
成
田
富
士
入
鹿
線
は
、

塔
野
地
大
畔
交
差
点
か
ら
前

原
向
屋
敷
交
差
点
ま
で
の
約

1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
事
業
区

間
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
事
業
区
間
内
で
土
壌

汚
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
対
応
と
し
て
全
て
の

汚
染
土
を
撤
去
し
な
が
ら
道

路
整
備
を
進
め
る
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
工

五
条
川
の
雑
草
が
多
く
非
常

に
目
に
つ
く
。
市
は
な
ぜ
川

底
ま
で
除
草
し
な
い
の
か
と

質
問
を
受
け
る
事
が
あ
る
。

県
と
の
す
み
分
け
を
問
う
。

1
級
・
2
級
河
川
は
県
、
準

用
・
普
通
河
川
は
市
が
財
産
・

機
能
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
口
町
は
遊
覧
船
が
出
る
位

水
位
が
高
い
が
、
犬
山
市
で

は
陸
地
が
多
く
雑
草
が
生
え

や
す
い
。
最
近
、
下
流
の
リ

ス
パ
ッ
ク
さ
ん
付
近
が
綺
麗

に
な
っ
た
が
、
上
流
の
羽
黒

地
区
の
美
化
を
待
ち
望
む
声

も
多
く
、
県
の
し
ゅ
ん
せ
つ

の
今
後
の
予
定
を
問
う
。

令
和
6
年
度
は
上
流
に
な
る

前
川
原
橋
か
ら
小
弓
橋
ま
で

の
区
間
を
実
施
予
定
と
の
こ

と
で
す
。
河
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
河

川
の
状
況
や
市
の
要
望
を
勘

案
し
て
決
定
し
て
い
く
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

被
災
者
支
援
に
つ
い
て
、「
被

災
者
支
援
一
覧
表
」
を
作
成

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の

際
に
他
市
町
と
の
情
報
共
有

な
ど
は
あ
っ
た
か
。

市
と
し
て
、
被
災
者
を
支
援

で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
洗
い
出

し
ま
し
た
が
、
参
考
に
で
き

る
も
の
は
な
く
、
本
市
独
自

で
作
成
し
ま
し
た
。

犬
山
市
に
避
難
さ
れ
た
方
に

対
し
て
、
そ
の
後
の
ケ
ア
や

サ
ポ
ー
ト
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

愛
知
県
弁
護
士
会
で
は
「
な

ん
で
も
無
料
電
話
相
談
」
を

2
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
の
案
内
の
際

に
は
困
り
事
に
つ
い
て
聞
き

取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
心
が
け
、
定
期
的
に

被
災
者
の
声
を
聞
き
、
ケ
ア

し
て
い
け
る
体
制
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

市
道
の
路
肩
線
や
中
央
線
の

白
線
は
、
ほ
と
ん
ど
消
え
て

い
る
の
が
多
い
。
代
表
例
が

犬
山
警
察
署
北
側
の
市
道（
写

真
参
照
）
や
長
者
町
会
館
の

北
西
角
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が

多
発
し
て
い
る
の
が
質
問
す

る
動
機
の
一
つ
。
も
う
一
つ

は
最
近
の
車
は
車
線
維
持
支

援
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
る
が
、

白
線
が
消
え
て
い
る
と
作
動

し
な
い
、
だ
め
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
質
問
す
る
。

白
線
は
安
全
で
円
滑
な
交
通

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
設
置

し
て
お
り
、
開
発
が
進
む
自

動
運
転
や
車
線
逸
脱
防
止
シ

ス
テ
ム
は
白
線
を
検
知
し
て

稼
働
す
る
も
の
も
あ
り
、
白

線
の
役
割
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
現
状
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
状
況
把
握
と
土
木

常
設
員
や
各
学
校
か
ら
の
通

学
路
改
善
要
望
を
加
え
、
緊

急
度
の
高
い
箇
所
を
優
先
し
、

事
内
容
と
し
て
は
、（
仮
称
）

楼
門
高
架
橋
の
橋
脚
工
事
、

汚
染
土
の
撤
去
工
事
、
高
架

橋
の
橋
台
と
橋
桁
の
工
事
及

び
道
路
築
造
工
事
を
進
め
、

令
和
9
年
度
に
完
成
予
定
で

す
。
ま
た
、
令
和
5
年
度
の

工
事
発
注
状
況
は
、
高
架
橋

の
全
3
基
の
橋
脚
工
事
が
令

和
6
年
1
月
に
契
約
さ
れ
、

汚
染
土
の
搬
出
に
向
け
た
大

畔
交
差
点
か
ら
の
進
入
路
工

事
は
令
和
6
年
2
月
に
契
約

済
で
あ
り
、
令
和
6
年
度
に

か
け
て
実
施
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

河
川
清
掃
後
の
ご
み
の
分
別

は
ス
タ
ッ
フ
の
肉
体
的
、
精

神
的
負
担
が
大
き
い
。
集
め

た
後
の
分
別
を
市
で
で
き
な

い
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
は

多
く
、
相
当
の
費
用
が
必
要

と
な
る
た
め
、
市
が
行
う
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

河
川
ご
み
は
可
燃
・
不
燃
の

袋
を
分
け
て
も
結
局
全
て
出

し
て
分
別
す
る
。
専
用
の
袋

を
用
意
し
て
は
ど
う
か
。

市
の
処
理
方
法
の
原
則
上
、

袋
の
作
製
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
分
別

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

初
動
対
応
と
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

最
初
の
対
応
が
万
全
で
は
な

か
っ
た
こ
と
は
反
省
し
、
次
に

生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
多

く
の
職
員
を
被
災
地
に
派
遣

し
、
支
援
活
動
を
続
け
て
お

り
、
今
後
も
そ
の
姿
勢
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
避

難
さ
れ
た
方
々
の
故
郷
と
の

つ
な
が
り
が
途
切
れ
な
い
よ

う
、
住
ん
で
い
た
自
治
体
と

の
連
携
を
担
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
避
難
さ
れ
た

皆
様
に
、
犬
山
に
来
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

引
き
続
き
寄
り
添
っ
た
対
応

を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

順
次
引
き
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

維
持
管
理
の
重
要
性
に
鑑
み

て
、
全
市
道
を
視
野
に
年
次

計
画
の
確
立
、
予
算
の
確
保
、

実
施
体
制
の
確
立
等
が
必
要

で
は
な
い
か
。

犬
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
白
線
等
に
つ
い
て

は
観
察
管
理
と
し
、
巡
視
や

通
報
に
よ
り
状
況
を
把
握
し
、

補
修
等
の
対
応
を
す
る
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
白
線
の

引
き
直
し
を
含
め
た
既
存
道

路
の
補
修
に
つ
い
て
、
通
行

の
安
全
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
努
め
ま
す
。

一  般  質  問

日本共産党
犬山市議団

岡　覚

清風会
沼　靖子

丸山　幸治 創犬会
小川　清美
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全
国
へ
広
が
る

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
す
す
め

楽
田
の
歴
史
か
ら
、
地
域
住
民
が

楽
田
の
魅
力
を
再
認
識

道
の
駅
は
白
紙
！
…

で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
？

育
休
退
園
を
解
消
で
き
な
い
か
？

「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と

は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
施
設
で
あ

る
。
平
成
5
年
惣
万
（
そ
う

ま
ん
）
佳
代
子
氏
ら
3
人
の

看
護
師
が
富
山
県
初
の
民
間

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
こ

の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
」
を
開
設

し
た
。
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
「
小
規
模
、
多
機
能
、

地
域
密
着
」
で
利
用
定
員
は

10
〜
20
人
程
度
。
家
庭
的
な

雰
囲
気
、
誰
で
も
受
け
入
れ

対
応
、
地
域
と
の
交
流
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
行
政
と
の
連
携
で
補
助

金
制
度
、
推
進
特
区
を
経
て

全
国
展
開
さ
れ
た
。
現
在
で

は
「
共
生
型
福
祉
施
設
」
と

し
て
国
も
推
奨
し
て
い
る
。

当
市
の
事
業
者
に
進
め
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
見
解
を
示

し
て
ほ
し
い
。

本
宮
山
へ
登
る
途
中
の
信
貴

山
展
望
台
は
、
2
階
に
上
れ

な
い
。
修
復
す
べ
き
。

展
望
台
は
手
す
り
が
破
損
し

て
お
り
、
現
在
は
使
用
禁
止

で
す
。
基
本
的
に
は
現
状
で

の
活
用
と
し
て
い
き
ま
す
が
、

軽
登
山
客
や
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
踏
ま
え

つ
つ
、
修
繕
を
含
め
た
利
用

方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

小
牧
長
久
手
の
戦
い
で
秀
吉

が
本
陣
を
構
え
た
楽
田
城
跡

（
現
楽
田
小
学
校
）、
楽
田
城

を
知
ら
な
い
地
域
住
民
や
小

学
校
に
通
う
子
ど
も
達
に
、

地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
発
掘
調

査
を
す
べ
き
。

平
成
25
年
、
30
年
に
試
掘
調

査
を
し
ま
し
た
が
、
遺
物
は

確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

調
査
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
楽
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
他
の
団
体
と
連
携
し
、
情

道
の
駅
の
白
紙
化
に
つ
い
て

は
、
後
退
で
は
な
く
む
し
ろ

一
歩
前
進
し
た
も
の
と
し
て

評
価
し
て
い
る
。
も
と
も
と

道
の
駅
は
商
業
立
地
を
促
進

す
る
た
め
の
「
手
段
」
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ

ま
で
の
議
会
で
の
議
論
の

結
果
、
商
業
立
地
を
促
す

手
段
と
し
て
は
、
道
の
駅
に

30
億
円
以
上
か
け
る
よ
り
も
、

1
億
5
千
万
円
程
度
で
済
む

と
さ
れ
る
「
下
水
道
整
備
」

の
方
が
得
策
だ
と
考
え
て
い

た
。
合
わ
せ
て
、
土
地
区
画

整
理
に
よ
る
市
街
化
編
入
を

進
め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

市
の
方
針
を
確
認
し
た
い
。

道
の
駅
に
替
わ
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
市
と
し
て
は
、

第
6
次
犬
山
市
総
合
計
画
や

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
将
来
の
鉄
道
駅

設
置
を
見
据
え
た
市
街
化
編

入
に
よ
る
新
市
街
地
の
形
成

「
育
休
退
園
」
と
は
、
下
の
子

の
育
児
休
業
を
取
得
す
る
と
、

上
の
子
が
保
育
園
を
退
園
に

な
っ
て
し
ま
う
ル
ー
ル
。
犬

山
市
は
山
田
前
市
長
の
時
に

3
歳
だ
っ
た
基
準
を
2
歳
ま

で
に
引
き
下
げ
た
が
、
子
育

て
支
援
に
大
変
前
向
き
な
原

市
長
に
も
う
一
押
し
し
て
い

た
だ
き
、
育
休
退
園
を
解
消

し
て
は
ど
う
か
。
保
育
士
不

足
が
育
休
退
園
に
踏
み
切
れ

な
い
理
由
と
聞
く
。
近
隣
の

自
治
体
で
も
育
休
退
園
は
通

常
の
対
応
だ
が
、
各
務
原
市

だ
け
は
育
休
退
園
を
解
消
し

て
い
る
。
各
務
原
市
は
20
年

ほ
ど
前
か
ら
民
営
保
育
園
の

事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

れ
も
一
つ
の
参
考
に
す
べ
き

だ
ろ
う
。

近
年
、
働
く
保
護
者
が
増
え
、

0
歳
児
、
1
歳
児
の
入
園
希

望
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

育
休
退
園
解
消
の
た
め
に
は
、

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
障
が

い
者
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

提
供
す
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
世
代
間
の
交
流

や
子
ど
も
の
情
操
教
育
な
ど

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

事
業
所
の
職
員
に
は
、
ス
キ

ル
や
支
援
の
構
築
な
ど
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
と
は
言
え
、

利
用
者
が
少
な
い
事
業
所
に

対
し
て
は
利
用
者
確
保
に
つ

な
が
る
た
め
、
共
生
サ
ー
ビ

ス
制
度
の
周
知
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

小
牧
長
久
手
の
戦
い
の
舞
台

と
な
っ
た
楽
田
と
小
牧
市
北

部
、
各
市
別
々
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い

る
が
、
地
域
住
人
が
地
域
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
、

一
緒
に
作
成
す
べ
き
。

小
牧
市
と
情
報
交
換
を
行
い
、

連
携
の
在
り
方
を
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

木
曽
街
道
の
魅
力
を
P
R
し
、

魅
力
を
発
信
す
べ
き
。

街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
土
地

区
画
整
理
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
よ
う
に
土
地
利
用
の
向

上
を
目
的
と
す
る
場
合
は
、

組
合
施
行
方
式
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合

で
も
必
要
な
経
費
を
予
算
化

し
、
土
地
所
有
者
の
皆
様
と

一
緒
に
積
極
的
な
姿
勢
で
進

め
て
い
き
ま
す
。
下
水
道
整

備
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
速
や
か
に
進
め

る
た
め
、
市
が
先
行
し
て
で

も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
保
育
士
の
確
保
に

加
え
、
受
入
れ
施
設
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
現
状
で
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
本
市

は
毎
年
10
人
前
後
保
育
士
を

採
用
し
て
い
ま
す
が
、
国
の

4
歳
児
、
5
歳
児
の
配
置
基

準
改
善
に
伴
い
、
今
後
ま
す

ま
す
保
育
士
が
必
要
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
、
段
階
的
に

育
休
退
園
の
解
消
に
向
け
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

一  般  質  問

清風会
柴山　一生

日本共産党
犬山市議団
岡村　千里

清風会
久世　高裕

清風会
鈴木伸太郎
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令和6年1月28日開催 犬山市議会 市民との意見交換会
〜皆さんのご意見とその回答〜

たくさんのご参加、ご意見ありがとうございました。
　犬山市議会は、「犬山市議会基本条例」に

基づき、市民の皆さんのご意見を市政運営に

反映させていくため、「市民との意見交換会」

を開催いたしました。

　第1部では、名古屋大学名誉教授　福和　

伸夫氏による「いつか来る！南海トラフ地震

に備えて」と題した記念講演会、第2部では

常任委員会ごとにテーマを設け、皆さんの声

を直接伺う形で意見交換を行いました。

　分科会でいただいたご意見の一部を紹介し

ます。

出席委員：正 鈴木伸太郎、副 諏訪毅、光清毅、小川隆広、畑竜介 出席委員：正 玉置幸哉、副 丸山幸治、島田亜紀、岡村千里、柴山一生、大沢秀教

出席委員：正 久世高裕、副 小川清美、ビアンキ恵子、増田修治、岡 覚、沼 靖子

No 市民からの意見 総務委員会の見解

1
町内会の未加入者が増えて困っている。また、転入者へ
案内をするが、入会してもらえない。市の方で町内会加
入促進のメリット等の宣伝をやってもらえないか。

町内会へ入るメリットではなく、町内会へ入る意義を考
えたアプローチが必要だと考えます。互助・共助の基礎
としての町内会の意義を周知する方法について研究して
いきます。

2
町内会長が、防災において重要な役割を果たすが、初め
ての方が多い。誰が町内会長になっても困らないように、
具体的なマニュアルを行政で作成してもらえないか。

市では町内会で防災活動を行う際には「自主防災組織」
を設置して具体的に活動してもらうよう啓発を進めてい
ます。今後も更なる周知を進めることを提案していきま
す。

3
ごみ集積所の掃除は加入者が順番にやっているが、未加
入者は掃除をしない。また、ルール違反のごみ出しにつ
いての話もできない。

地域の問題については、町内会に入っていただいて、コ
ミュニケーションをとることが必要なので、引き続き町
内会加入のPRをするよう市に働きかけます。

4
働き盛りの世代は必死に働いていて、町内会の活動に参
加できず、世代交代が進まない。負担軽減策など、根本
的な解決が必要ではないか。

町内会役員の負担を軽減するため、令和5年度から広報配
布を業者委託されました。社会構造の変化に対応した解
決策が必要です。また成功事例を参考にしながら改善策
を研究していきます。

5 高齢者にはパソコンを使えない人が多い。デジタル化が
進んで困っている。

一部地域でデジタル町内会の実証実験を行いました。ま
たLINEグループを取り入れて負担軽減を試みた町内会も
あります。デジタルデバイド（情報弱者）対策を考えな
がら世代交代のためデジタル化底上げの支援について研
究していきます。

No 市民からの意見 建設経済委員会の見解

1 家族でお弁当を持って行けるような公園、日陰スペース
や休憩場所が充実した公園がほしい。

家族で楽しめる公園などの整備が進むよう、議会として
も引き続き議論していきます。

2 公園の清掃作業などは、市からの委託費で町内会が行っ
ていたが、高齢化が進み、実施が困難になってきている。

令和5年度建設経済委員会での議論を受け、今後も町内会
が地元の公園に愛着を持って維持管理していただけるよ
う、市からお支払いしている委託費が令和6年度から増額
されます。

3
高齢者が増えているので、健康器具や背が伸ばせるベン
チなど、住民の健康につながるような器具を公園に設置
してほしい。

市が設置する公園の遊具の設置などに関するご意見は、
町内会を通して市へ要望書を提出してください。

4 道の駅、屋内遊具施設を作る計画はどうなっているのか。
中途半端なものは作らないでほしい。

令和6年度施政方針の中で、道の駅整備計画については白
紙とし、屋内型キッズスペースを「ヨシヅヤ犬山店」に
整備することが示されました。市の主要施策であり、引
き続き、議会としても注視していきます。

5 パークPFI（公園の整備を行う民間事業者を公募し、選定
する制度）は、市の収入になるのか。

民間事業者が得た売り上げの一部を市の収入とする方法
もあります。民間活力を導入した公園整備は市の総合計
画にも明記されているため、適切に整備検討を進めてい
くよう、市に求めていきます。

No 市民からの意見 民生文教委員会の見解

1

木曽川の歩道や五条川のウォーキングトレイルの散策は
心地よい。歩くことで心身をリフレッシュできる。駐車
場やトイレが少ないので、散歩コース途中に整備される
とより快適に活動できる。

健康志向が高まるなか、ウォーキング途中で利用できる
トイレの整備需要は増えていく可能性がありますので、
今後を注視し、委員会としても必要に応じて当局に要望
等をしたいと思います。

2

ボランティア活動やイベント参加を通じて、地域の人々
と交流し、コミュニケーションをすることで心の豊かさ
を感じることができるが、コロナ禍で活動が減ってしまっ
た。

未だインフルエンザやコロナの影響があるなか、多くの
イベントが復活して来ています。そして逆にコロナ禍で
コミュニケーションの大切さを実感した方が多いかと思
います。一日も早くコロナ禍以前に戻ることを願ってい
ます。

3
ペットとのふれあいや音楽イベントの参加も心を豊かに
するが、ペット同伴で入れる店舗が少ないことや、イベ
ント開催場所の不足が課題。

ペット同伴店舗は、基本的に民間に期待するところです
が、民間店舗に協力を呼びかけていきたいと思います。
また、公共のイベント場所については、今後の課題と捉
えています。

4

美術館や文化施設を訪れ文化的な活動を楽しむことが心
の健康に繋がる。現代美術を鑑賞できる施設や仲間で集
まって活動・発表できる場所が不足している。空き家を
活用してコミュニティスペースや喫茶店を開設するなど、
地域の活性化に繋がる取組も考えてほしい。

芸術を楽しむ機会は重要です。また、空き家を上手く活
用して地域の繋がりを深めることも大切です。委員会と
しても、文化発信、交流の場を設けられるよう提言して
いきます。

5

読書も心の健康に重要。図書館で本を借りることでもっ
と読もうという意欲が湧く。図書館の閉館時間が早いた
め延ばしてほしい。高齢者がそこまで移動する手段の拡
充もしてほしい。

図書館閉館時間について、当局と協議します。また、委
員会としても移動手段の拡充は必要性を強く認識してい
ました。令和6年度からタクシー助成制度が拡充されてい
ます。高齢者の移動手段の拡充については、引き続き努
力していきます。

総務委員会　これからの町内会 私の役割 建設経済委員会　みんなで話そう みんなの公園

民生文教委員会　心の健康について考えよう！
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再開日 一般質問

一般質問一般質問

議案質疑 全員協議会 委員会

委員会 最終日

6月定例議会で審議・審査する請願・陳情の受理は
5月24日㈮正午までです。

議長交際費はこのように使われました
令和5年度

交際費の項目 件　数 支出額
慶弔 4 26,320

手土産 8 35,485
接待 5 8,434
食費 2 7,585
会費 1 6,000

災害義援金 1 20,990
合計 21 104,814

令和6年3月31日現在（単位：円）

政務活動費の収支報告はこちら
（全ての収支報告を公開しています）
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